
演　

目
（
出
演
団
体
）

▽
大
隅
町

青あ
お
ま
つ
だ
ん

松
段
の
剣
舞（
太
陽
の
子
保
育
園
）

大お
お

路じ

角す

力も

取と

り
節ぶ
し

　
　
　
（
大
路
角
力
取
り
節
保
存
会
）

野
町
そ
ば
切
り
踊
り

　
　
　
　
　
　
（
野
町
民
芸
保
存
会
）

▽
末
吉
町

末
吉
俵
踊
り（
末
吉
俵
踊
り
保
存
会
）

鬼き

神じ
ん

太
鼓（
末
吉
鬼
神
太
鼓
保
存
会
）

▽
財
部
町

川
内
俵
踊
り（
川
内
俵
踊
り
保
存
会
）

▽
志
布
志
市

田た

之の

浦う
ら

山や
ま
み
や宮
神
社
神
楽

　
（
田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽
保
存
会
）

▽
都
城
市

横
原
奴
や
っ
こ

踊
り（
横
原
奴
踊
り
保
存
会
）

▽
特
別
ゲ
ス
ト

門
松
さ
お
り
（
歌
手
）

門
松
ひ
ろ
こ
（
三
味
線
）

　

３
月
23
日
、
財
部
き
ら
め
き
セ
ン

タ
ー
で
「
曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
俗
芸
能
」
と
は
、地
域
の
人
々

の
風
俗
や
習
慣
、
信
仰
に
根
ざ
し
な

が
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
土
地

特
有
の
芸
能
で
す
。
近
年
で
は
、
人

口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で

後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
廃
絶
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
地
域
の
宝
」
で
あ
る

民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会
す
る
祭
り
。

曽
於
市
で
は
、初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

当
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
で
都
城
出

身
の
門
松
さ
お
り
さ
ん
、
ひ
ろ
こ
さ

ん
姉
妹
の
演
奏
で
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
。
素
敵
な
歌
声
と
三
味
線
の
音
色

が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
民
俗
芸
能
の
世
界
が
始

ま
り
ま
す
。
保
育
園
児
が
舞
う
勇
壮

な
剣
舞
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
が
笑

い
を
誘
う
角
力
取
り
節
、
幻
想
的
な

神
楽
、
力
強
い
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

舞
台
上
で
は
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
八
つ
の
民
俗
芸
能
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
が
そ
の
土
地
の
風
土
の

中
で
育
ん
で
き
た
民
俗
芸
能
。
そ
の

お
も
し
ろ
さ
と
共
に
、
芸
能
を
通
じ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
思
い
が
、
見

て
い
る
方
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

門松ひろこさん（左）と門松さおりさん（右）

大
路
角
力
取
り
節

野
町
そ
ば
切
り
踊
り

田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽

川
内
俵
踊
り

青
松
段
の
剣
舞

鬼
神
太
鼓

横
原
奴
踊
り

末
吉
俵
踊
り

曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り

曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り

地
域
に
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
宝
こ
こ
に
集
う
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